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 〈
開
催
概
要
〉

▼
開
催
日
：
平
成
30
年
12
月
10
日
（
月
）

～
15
日
（
土
）
11
：
00
～
18
：
30
（
最

終
日
は
15
：
00
）。
※
搬
入
は
12
月
９
日

（
日
）
10
：
00
か
ら
。

▼
会
場
：
文
房
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
左
記
）

▼
出
展
料
：
一
人
２
千
円
（
２
点
ま

で
）。
２
点
以
上
は
１
点
に
付
き
、
プ
ラ

ス
１
千
円
。
グ
ル
ー
プ
展
出
展
料
も
こ

れ
に
準
じ
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
は
１
時
間

２
千
円
（
準
備
、
撤
収
時
間
含
）。

▼
懇
親
会
：
搬
入
日
の
12
月
９
日
（
日
）

17
：
00
か
ら
懇
親
会
を
行
い
ま
す
。
会

費
は
４
０
０
０
円
程
度
（
会
場
未
定
）。

▼
申
込
締
切
：
11
月
11
日
（
日
）。

▼
申
込
＆
問
合
せ
先
：
三
浦
千
波
さ
ん

（
Ｓ
50
卒
）。
〒
２
１
１-

０
０
３
５  

川

崎
市
中
原
区
井
田
２
の
15
の
50

電
話
（
０
４
４
）
７
９
７
・２
１
７
０

※
な
お
、
詳
細
は
申
込
み
締
切
り
後
、

各
出
展
（
出
演
）
者
に
ご
案
内
し
ま
す
。

 〈「
芸
術
祭
」
期
間
中
イ
ベ
ン
ト
〉

　

期
間
中
、会
場
で
は
会
員
に
よ
る
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

2018白堊芸術祭

昨年の優勝チーム（S36他混合チーム／今回幹事です）

在
京
白
堊
会
ゴ
ル
フ
大
会

  〈2018 年度在京白堊会クラブ活動スケジュール〉
● 10月19日㈮「在京白堊会ゴルフ大会」
 　（会場：ザ・ゴルフクラブ竜ヶ崎／茨城県龍ヶ崎市） 〈1面〉
● 12月10 日㈪ -15日㈯「白堊芸術祭」
 　（会場：文房堂ギャラリー／千代田区神田神保町） 〈1面〉
● 12月15 日㈯ 「白堊歌会RURU」
　（宮沢賢治と五行歌の朗読会：文房堂ギャラリー） 〈4面〉
● 2019 年2月3 日 ㈰「歌の祭り」
　 （会場：ブルーティ Music and Chinese Tea／渋谷区笹塚）〈8面〉
● 2019 年3 月2日 ㈯「白堊メディカルクラブ総会」
　 （会場：東京ドームホテル／18:00 ～／後楽園）〈4面〉
●ル・サロン・ブラン（芸術鑑賞クラブ）
　※計画中。HPやメールでご案内予定です。
 ※ご質問、お問い合わせは事務局 03-6404-6379へお気軽にどうぞ。

 

11
回
を
数
え
、新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
羽
ば
た
く
！  

 

「
白
堊
芸
術
祭
」　
12
月
10
日
■
〜
15
日
■ 

文
房
堂（
神
田
神
保
町
）
で
開
催

　
「
白
堊
芸
術
祭
」
は
今
年
で
第
11
回
開
催
を
迎
え
ま
す
。
絵
画
・

書
・
彫
刻
・
陶
芸
・
写
真
な
ど
の
展
示
の
ほ
か
、
朗
読
や
演
奏
・

歌
唱
・
文
学
講
座
な
ど
も
あ
り
、
在
京
白
堊
会
の
年
末
恒
例
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
ま
し
た
。
10
年
ひ
と
昔
と
い
い
ま

す
か
ら
、新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て
、と
も
に
羽
ば
た
き
ま
し
ょ

う
。
多
く
の
会
員
の
参
加
、
参
集
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

白
山
通
り

　　 ●
救世軍

JR御茶ノ水駅

神保町駅A7出口

ABCマート

駿河台下
交差点

明治大学●

三省堂 ●

靖国通り

すずらん
通り

岩波ホール●

●

文房堂ギャラリー
〒 101-0051　
千代田区神田神保町 1-21-1 
文房堂ビル 4 Ｆ
Tel: 03-5282-7941

（会場直通 : 会期中のみ使用可能）
Tel: 03-3291-3445

（ギャラリー事務所）
http://www.bumpodo.co.jp/
＊ギャラリーへはエレベーターを利用。
〈アクセス〉「神保町」駅（東京メト
ロ半蔵門線、都営三田線、新宿線）
A7 出口、徒歩 3分／JR「御茶ノ水」
駅 御茶ノ水橋口、徒歩10 分

月

土

　

申
込
み
締
切
り
は
９
月
28
日（
金
）

で
す
。
今
回
か
ら
セ
ル
フ
も
選
択
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
ご
希
望
の

方
は
今
す
ぐ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

〈
開
催
概
要
〉

▼
開
催
日
：
平
成
30
年
10
月
19
日
（
金
）

▼
会
場
：
ザ
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
竜
ヶ
崎

▼
申
込
み
先
及
び
申
込
み
締
切
り
：

①
氏
名 

②
卒
業
年
次 

③
連
絡
先
住
所
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
電
話
番
号 

④
チ
ー

ム
の
場
合
代
表
者
氏
名 

⑤
送
迎
バ
ス
利

用
の
有
無
を
明
記
の
上
、９
月
28
日
（
金
）

ま
で
に
郵
送
、メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
担

当
幹
事
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。（
先
着
順
）

▼
申
込
み
先
：
本
年
の
担
当
幹
事
：
金

山
文
彦
・
間
瀬
隆
男
さ
ん（
Ｓ
36
卒
）

2017年12月16日「白堊芸術祭」打ち上げ

10
月
19
日（
金
）
│
│

ザ・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
竜
ヶ
崎

　会場地図

①
郵
送
：
〒244-0801 

横
浜
市
戸
塚
区

品
濃
町525

-1

東
の
街3-301

（
間
瀬

隆
男
さ
ん
宛
）

②
メ
ール：m

ase@
rg8.so-net.ne.jp

（
間

瀬
）③Tel

（090-3876-8968

間
瀬
）Fax

（0422-27-7841

金
山
文
彦
さ
ん
宛
）

※
実
施
要
項
等
、
詳
細
は
担
当
幹
事
か

ら
参
加
申
込
者
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

「
白
堊
芸
術
祭 

歌
の
祭
り
」

▼
12
月
13
日
（
木
）
14
：
00
～
16
：
30

　
歌
の
祭
り
有
志
に
よ
る
ピ
ア
ノ
伴
奏

に
よ
る
歌
唱
で
す
。

「
白
堊
歌
会
Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ｕ 

野
口
田
鶴
子
さ
ん

に
よ
る
宮
沢
賢
治
と
五
行
歌
の
朗
読
」

▼
12
月
15
日
（
土
）
13
：
00
～
14
：
00

　

今
回
の
野
口
田
鶴
子
（
Ｓ
40
卒
）
さ
ん

の
宮
沢
賢
治
の
朗
読
は
「
注
文
の
多
い

料
理
店
」
で
す
。

「
玉
澤
健
児
さ
ん
の
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
」

▼
12
月
15
日
（
土
）
14
：
00
～
15
：
00

　

賢
治
と
五
行
歌
朗
読
の
あ
と
は
玉
澤

健
児
さ
ん
（
Ｓ
43
卒
）
の
ギ
タ
ー
弾
き
語

り
。
名
曲
の
弾
き
語
り
で
最
高
潮
に
盛

り
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
「
白
堊
芸
術
祭
」

は
打
ち
上
げ
・
閉
幕
と
な
り
ま
す
。
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「
第
50
回
在
京
白
堊
会
総
会
」担
当
幹
事
学
年
の
Ｓ
61
は
、２
０
１
７

年
９
月
よ
り
２
０
１
８
年
３
月
ま
で
全
７
回
に
わ
た
り
、
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、「
先
輩
を
囲
む
会
」を
運
営
し
て
き
ま
し
た
。
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
形
式
の
交
流
会
で
、
仕
事
や
業
界
の
裏
話
、
学
生
時
代
の
武

勇
伝
な
ど
内
容
も
多
彩
。
今
号
は
第
６
〜
７
回
を
お
伝
え
し
ま
す
。

白
堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ

「
先
輩
を
囲
む
会
」（第
６
〜
７
回 

抄
録
）

■
こ
れ
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

　

長
年
企
業
で
人
事
に
関
す
る
仕

事
を
し
て
き
た
木
村
さ
ん
は
、

① 

50
歳
を
迎
え
た
同
期
世
代
の
セ

カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
形
成

②
わ
れ
わ
れ
と
は
違
っ
た
も
の
に

な
る
で
あ
ろ
う
、
子
ど
も
世
代
の

キ
ャ
リ
ア
形
成

の
２
点
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
掲
げ
、
自
身
の
経

営
コ
ン
サ
ル
ト
の
経
験
な
ど
踏
ま

え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
人
生
１
０
０

年
時
代
に
む
け
た
キ
ャ
リ
ア
形
成

に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

■
キ
ー
は
「
強
み
」
と
「
好
き
」

　

キ
ャ
リ
ア
形
成
は
本
来
十
人
十

色
で
あ
る
べ
き
な
の
に
、
現
在
は
一

律
の
お
仕
着
せ
の
研
修
を
し
て
い

る
点
に
問
題
が
あ
る
と
木
村
さ
ん

は
指
摘
し
ま
す
。
大
事
な
こ
と
は
、

「
そ
の
人
自
身
が
中
長
期
的
に
ど
う

あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
か
」
で
、

キ
ー
概
念
は
そ
の
人
の
「
好
き
」
と

「
強
み
」。
こ
の
２
軸
を
中
心
に
、
社

〈
第
６
回
〉   

木
村
健
人 
さ
ん

Ｓ
61
卒 

㈱
ニ
ュ
ー
ス・
サ
ー
ビ
ス
・
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
社
長
、名
古
屋
大
学
非
常
勤
講
師

■
日
時
：
２
０
１
８
年
２
月
24
日
㊏

■
会
場
：
新
宿
区
牛
込
箪
笥
地
域
セ
ン
タ
ー

会
へ
の
貢
献
と
夢
の
実
現
を
と
も

に
目
指
せ
る
キ
ャ
リ
ア
を
構
想
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
と
し
ま
す
。

　

参
加
者
は
全
員
、「
自
分
の
強
み

を
認
識
し
大
切
に
伸
ば
そ
う
」
と
考

案
さ
れ
た
木
村
さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
っ
た
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
体
験
。
集
中
力
と

好
奇
心
で
、
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。 

（
及
川
謙
）

■
ル
ー
マ
ニ
ア
・
マ
ラ
ム
レ
シ
ュ
と

の
出
会
い

　

み
や
さ
ん
の
原
点
は
、
原
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
呼
ぶ
べ
き
暮
ら
し
と
風

景
が
残
っ
て
い
た
ル
ー
マ
ニ
ア
の

村
マ
ラ
ム
レ
シ
ュ
と
の
出
合
い
。
岩

手
の
沿
岸
や
県
北
地
域
と
変
わ
ら

な
い
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
世
界
に
魅

了
さ
れ
た
み
や
さ
ん
は
、
そ
れ
か
ら

52
年
通
い
続
け
て
、
次
の
訪
問
が

１
８
０
回
目
に
な
る
と
い
い
ま
す
。

◆
温
故
知
新

　

内
外
に
幅
広
い
人
脈
を
築
き
、
幅

広
い
知
識
と
教
養
を
持
つ
み
や
さ

ん
に
は
た
く
さ
ん
の
素
敵
な
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が

フ
ラ
ン
ス
の
人
類
学
者
レ
ヴ
ィ
＝

ス
ト
ロ
ー
ス
の
「
全
て
の
現
象
は
過

去
に
あ
る
」。
ド
イ
ツ
で
は
公
教
育

で
子
供
た
ち
に
過
去
の
戦
争
の
歴

史
を
き
ち
ん
と
教
え
て
い
る
が
日

本
は
そ
れ
を
や
っ
て
い
な
い
。
歴
史

を
検
証
す
る
場
が
な
い
。
こ
の
こ
と

が
日
本
の
将
来
の
大
き
な
不
安
材

料
で
あ
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。

ほ
と
ば
し
る
パ
シ
ョ
ン
に
圧
倒
さ

れ
た
一
日
で
し
た
。 

（
近
藤
裕
恵
）

HOT TOPICS

〈
第
７
回
〉 

み
や
こ
う
せ
い
さ
ん

Ｓ
31
卒 

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、フ
ォ
ト
ア
ー

テ
ィ
ス
ト

■
日
時
：
２
０
１
８
年
３
月
31
日
㊏

■
会
場
：
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル

第6回  先輩を囲む会 

第7回  先輩を囲む会 

　

在
京
白
堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ

の
代
表
幹
事
で
あ
る
柴
孝
也
氏
（
Ｓ

33
卒
）
が
永
年
に
わ
た
る
衆
議
院

議
員
へ
の
健
康
管
理
の
貢
献
に
対

し
て
、
平
成
30
年
３
月
29
日
、
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
記

事
が
翌
３
月
30
日
付
岩
手
日
報
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
以
下
に

要
旨
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

●
激
震
の
政
界
、
陰
で
支
え
42
年

　

釜
石
出
身
・
柴
医
師
に
感
謝
状

　

釜
石
市
唐と

う

丹に

町
出
身
で
衆
議
院

医
務
室
の
内
科
医
を
42
年
間
務
め

た
、
東
京
慈
恵
会
医
科
大
客
員
教

授
の
柴し

ば

孝こ
う

也や

医
師
（
78
）
＝
東
京

都
港
区
＝
に
29
日
、
大
島
理
森
衆

議
院
議
長
の
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

議
員
宿
舎
に
住
み
込
み
、
昼
夜
を

問
わ
な
い
診
療
や
首
相
外
遊
へ
の

随
行
な
ど
、
激
動
の
政
界
を
影
な

が
ら
支
え
て
き
た
。
守
秘
を
徹
底

す
る
姿
勢
に
多
く
の
議
員
が
信
頼

を
寄
せ
る
。
議
員
の
ほ
と
ん
ど
が

〝
後
輩
〞
と
な
っ
た
今
も
「
み
ん
な

タ
フ
だ
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
心
配
」

と
、
今
後
も
愛
を
持
っ
て
心
身
の

健
康
を
見
守
り
続
け
る
。

　

衆
議
院
本
館
２
階
の
事
務
総
長

室
で
感
謝
状
贈
呈
式
を
行
い
、
向む

こ
お
お大

野の

新し
ん

治じ

衆
議
院
事
務
総
長
が
「
42

年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
柴
医
師
に
感
謝
状
を
手
渡
し
た
。

柴
医
師
は
「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
私
と
し
て
は
と
て
も

楽
し
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
応
じ
た
。

　

柴
医
師
は
同
大
卒

業
後
の
１
９
７
５
年

10
月
か
ら
約
30
年

間
、
東
京
都
千
代
田

区
九
段
の
議
員
宿
舎

に
住
み
込
ん
で
議
員

の
健
康
管
理
を
請
け
負
っ
た
。
週

２
回
の
外
来
診
療
に
加
え
、
国
会

審
議
が
夜
通
し
続
く
と
き
は
体
調

不
良
者
に
備
え
待
機
し
た
。

　

東
京
ド
ー
ム
の
産
業
医
も
約
50

年
間
務
め
、
巨
人
の
長
嶋
茂
雄
さ

ん
や
王
貞
治
さ
ん
の
現
役
時
代
も

試
合
の
度
に
ビ
タ
ミ
ン
注
射
な
ど

で
支
え
た
。
携
帯
に
は
仕
事
を
通

じ
て
親
交
を
深
め
た
友
人
と
の
写

真
が
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
入
っ
て

お
り
、「
一
番
良
か
っ
た
の
は
、
い

ろ
い
ろ
な
人
と
つ
な
が
り
を
持
て

た
こ
と
」
と
大
勢
に
愛
さ
れ
た
医

師
人
生
を
振
り
返
る
。（
以
上
、「
岩
手

日
報
」よ
り
）

　

柴
先
生
の
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍

も
期
待
し
つ
つ
、
後
輩
の
我
々
も

も
っ
と
頑
張
ら
ね
ば
と
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
。

（
文
責
：
在
京
白
堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク

ラ
ブ
事
務
局 

志
和
成
紀
・
Ｓ
58
卒
）

総会での柴孝也先生（写真上／右）
と感謝状の写真（写真左）
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2018総会報告
　

５
月
19
日
（
土
）、
第
50
回
在
京

白
堊
会
総
会
を
無
事
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
準
備
段
階
か
ら
、
み

な
さ
ま
に
ご
指
導
、
ご
支
援
、
激

励
い
た
だ
き
、
幹
事
の
任
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
、
61
一

同
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

折
か
ら
の
雨
の
予
報
が
一
転
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
新
卒
者
の
方

十
数
名
を
含
む
、
約
３
３
０
名
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

   

61
は
「
学
び
と
遊
び---

大
人
の

文
化
祭
」
を
テ
ー
マ
に
準
備
を
進
め

て
参
り
ま
し
た
。
昨
年
９
月
か
ら
連

続
開
催
し
た
「
先
輩
を
囲
む
会
」
も

そ
の
一
環
で
す
。
特
に
、
若
い
世
代

の
同
窓
生
の
方
に
魅
力
を
感
じ
て
い

た
だ
け
る
在
京
白
堊
会
の
あ
り
よ
う

を
、
私
た
ち
な
り
に
模
索
し
て
参
り

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
舞
台
に
展
示
と
、
61
な

ら
び
に
同
窓
の
み
な
さ
ま
の
多
大
な

ご
協
力
の
も
と
、
精
一
杯
の
お
も
て

な
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
来
場
の
み
な
さ
ま
そ
れ
ぞ
れ
に
何

か
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
と
し
た
な

ら
ば
、
嬉
し
い
限
り
で
す
。

　

ま
た
、
61
よ
り
、
在
京
白
堊
会
の

１
０
０
年
に
向
け
て
、「
未
来
委
員

会
」
設
置
の
構
想
を
提
示
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
誰
で
も

が
参
加
で
き
る
オ
ー
プ
ン
な
議
論
の

場
で
あ
り
、
在
京
白
堊
会
に
つ
い
て

腹
蔵
な
く
話
し
合
え
る
こ
と
を
意
図

し
た
も
の
で
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と

に
、
戸
田
新
会
長
の
ご
了
承
、
会
場

か
ら
多
く
の
ご
賛
同
の
声
を
ち
ょ
う

だ
い
し
ま
し
た
。
深
く
感
謝
い
た
し

ま
す
。
年
次
を
超
え
て
広
く
英
知
を

募
り
、
ま
た
、
他
校
の
優
れ
た
実
践

「“人生100年時代”を生きる」をテーマに個性あふれる61年卒
メンバーが語り合ったシンポジウム。出席者は左から木村健人さん、
赤坂環さん、松田修一さん、木村剛さん、久保健一さん（司会）。

さんさ踊りで最高潮に達した“大人の文化祭”

過去最多の新卒者含め学生
OB・OGも多数参加

な
ど
に
も
学
び
つ
つ
、
若
い
世
代
の

同
窓
生
を
も
惹
き
つ
け
る
、〝
ニ
ュ
ー

在
京
白
堊
会
〞
の
端
緒
と
な
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。引
き
続
き
、

み
な
さ
ま
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
ら
た
め
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 （
昭
和
61
年
卒 

及
川
謙
）

50回式典では歴代会長および
事務局長が表彰された

61年卒・林崎俊介さん
（MURASAKI）の石割桜のイラスト
をあしらった総会パンフの表紙

学
び
と
遊
び--

大
人
の
文
化
祭

 
　
在
京
白
堊
会
総
会
50
回
記
念
式
典
も

　
　

日
時
：
平
成
30
年
5
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　
　
講
演
会
・
総
会
15
：
00
～
、
懇
親
会
17：
00
～

　
　
会
場
：
ホ
テ
ル 

ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
（
日
暮
里
）

　

第
14
回
在
京
白
堊
レ
ディ
ス
会
が

６
月
23
日
（
土
）
12
時
か
ら
、
銀

座
の
「
サ
ン
ミ 

高
松
本
店
」
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
は
国
際

啄
木
学
会
評
議
員
で
在
京
白
堊
会

前
事
務
局
長
の
山
田
武
秋
さ
ん
（
Ｓ

42
卒
）。
山
田
さ
ん
は
啄
木
の
「
一

握
の
砂
」
と
い
う
言
葉
の
由
来
な

ど
意
欲
的
な
研
究
を
発
表
。
今
回

は
「
出
版
と
啄
木
の
今
」
の
テ
ー

マ
で
、
出
版
不
況
の
中
で
出
版
点

数
が
増
え
て
い
る
現
状
や
、
啄
木

研
究
の
最
先
端
に
つ
い
て
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。
啄
木
の
魅
力
を

再
発
見
し
た
一
日
で
し
た
。

ゲ
ス
ト
に
山
田
武
秋 

さ
ん

６
月
23
日
㈯  

於
：
銀
座  

サ
ン
ミ

在
京
白
堊
レ
デ
ィ
ス
会（

Ｓ
42
卒
）第14回在京白堊レディス会（2018.6.23 銀座 サンミ 高松本店）

61年卒幹事の皆さん、どうもありがとうございました
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在
京
白
堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ
は

２
０
１
９
年
３
月
２
日
（
土
）
18
時

か
ら
、 

東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル
に
て
総

会
を
行
い
ま
す
。詳
細
は
後
日
、メ
ー

ル
等
で
ご
案
内
し
ま
す
。
多
く
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

白
堊
歌
会
は
ネ
ッ
ト
歌
会
と
し

て
会
員
が
「
白
堊
歌
会
の
部
屋
」
に

五
行
歌
や
短
歌
な
ど
の
作
品
を
定

期
的
に
発
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の

「
白
堊
歌
会
の
部
屋
」
は
、
ど
な
た

で
も
自
由
に
作
品
を
投
稿
で
き
ま

す
。（「
ｅ
在
京
白
堊
会
」 

サ
イ
ト
よ

り
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。http://9324.

teacup.com
/gogyouka/bbs

）

　

ま
た
、
白
堊
歌
会
は
作
品
展
示

や
朗
読（
１
面
参
照
）、オ
フ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
な
ど
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

19
年
３
月
２
日
㊏
総
会
開
催

 

於
：
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル
18
：00
〜

投
稿
歓
迎「
白
堊
歌
会
の
部
屋
」

　

ネ
ッ
ト
歌
会
＆
朗
読
な
ど

在
京
白
堊
メ
ディ
カ
ル
ク
ラ
ブ

白
堊
歌
会
Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ｕ（
ル
ル
）

　
「
ル
・
サ
ロ
ン
・
ブ
ラ
ン
（
芸
術
鑑

賞
ク
ラ
ブ
）」
は
、
音
楽
や
美
術
な

ど
の
芸
術
鑑
賞
、
陶
芸
体
験
な
ど

を
行
っ
て
お
り
、
現
在
企
画
中
で

す
。
ネ
ッ
ト
等
で
ご
案
内
し
ま
す

の
で
、
楽
し
み
に
お
待
ち
下
さ
い
。

ル・サ
ロ
ン・ブ
ラ
ン（
芸
術
鑑
賞
ク
ラ
ブ
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　撮影：紀　章（S56卒）
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半
世
紀
と
い
う
節
目
の
第
50
回

総
会
で
は
、
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、

発
足
以
来
50
年
の
歴
史
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、
会
の
運
営
に
献
身

さ
れ
て
き
た
歴
代
会
長
、
お
よ
び

事
務
局
長
を
顕
彰
す
る
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
式
典
を
は
じ
め
、
在

京
白
堊
会
50
年
の
歴
史
を
記
録
し

た
「
50
年
記
念
史
」
の
編
集
も
着
々

と
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　
「
未
来
は
歴
史
の
中
に
横
た
わ
っ

て
い
る
」
と
い
わ
れ
ま
す
。
在
京
白

堊
会
の
歴
史
も
、
多
く
の
困
難
に
直

面
し
な
が
ら
、
幅
広
い
人
材
の
知
恵

と
白
堊
魂
で
克
服
し
、
継
承
し
て
き

ま
し
た
。み
や
こ
う
せ
い
さ
ん
の「
温

故
知
新
」
は
「
50
年
記
念
史
」
の
意

義
を
端
的
に
表
し
て
い
ま
す
。
楽
し

み
に
お
待
ち
下
さ
い
。

「
50
回
記
念
式
典
」＆「
50
年
記
念
史
」

　

未
来
委
員
会
は
、
在
京
白
堊
会

の
第
１
０
０
回
に
向
け
、
今
回
の

幹
事
年
次
61
卒
が
中
心
に
な
り
、

在
京
白
堊
会
の
さ
ら
な
る
発
展
を

目
指
す
会
で
す
。
同
窓
会
の
運
営
、

継
続
は
、
現
在
ど
の
高
校
・
大
学

も
直
面
し
て
い
る
大
き
な
課
題
で

す
。
次
代
を
担
う
若
手
が
参
画
し

て
意
見
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
、

次
の
50
年
の
歴
史
を
継
承
す
る
建

設
的
な
提
唱
が
な
さ
れ
る
よ
う
、

ご
理
解
と
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

未
来
委
員
会

第50回在京白堊会総会参加者330人全員の集合写真
（2018年5月19日　ホテルラングウッド・ラングウッドルーム）
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昭和44年～49年卒
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平
成
30
年
度
在
京
白
堊
会
会
費
未
納

の
方
は
、
同
封
の
振
替
用
紙
に
て
年

会
費
２
，０
０
０
円
の
お
振
込
み
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
す
で

に
お
支
払
い
済
み
の
方
に
振
替
用
紙

が
届
き
ま
し
た
ら
、ご
容
赦
下
さ
い
。

お願い

第19回 歌の祭り（2018.8.5 笹塚ブルーティ）

「
歌
の
祭
り
」参
加
者
募
集

第
20
回
「
歌
の
祭
り
」

２
０
１
９
年
２
月
３
日
㈰
開
催

　

第
19 
回
「
歌
の
祭
り
」
が
８
月

５ 

日
（
日
）
午
後
12 
時
よ
り
笹
塚
ブ

ル
ー
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
31 

年
卒
か
ら
63 
年
卒
ま
で
の
幅
広
い
年

齢
層
の
24 
名
（
初
参
加
の
３
名
を
含

む
）の
参
加
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

シ
ャ
ン
ソ
ン
か
ら
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
、

オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
、

演
歌
、
民
謡
ま
で
多
彩
な
曲
目
に
加

え
、今
年
は
フ
ル
ー
ト
、ア
ル
ト
サ
ッ

ク
ス
の
ソ
ロ
、
ピ
ア
ノ
弾
き
語
り
３

名
が
加
わ
っ
て
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
プ
ロ
の
声
楽
家
と
し
て
活

躍
し
て
お
ら
れ
る
大
津
さ
ん
も
参
加

し
、
す
ば
ら
し
い
歌
唱
を
披
露
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。

　

次
回
、
第
20
回
歌
の
祭
り
は
左
記

の
通
り
。お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

〈
開
催
概
要
〉

日
時
：
２
０
１
９
年
２
月
３
日
㈰

受
付
開
始
：
11
時
30
分

開
演
：
12
時
〜
17
時

会
場
：
笹
塚
「
ブ
ル
ー
テ
ィ
」　

　
　
　

m
usic and chinese tea 

　
　
　

渋
谷
区
笹
塚
１
Ｉ
61
Ｉ
８

電
話
：
03
Ｉ
３
３
１
９
Ｉ
２
６
４
９

会
費
：
５
千
円
（
食
事
代
３
８
０
０

円
＋
飲
み
物
代
１
２
０
０
円
）

エ
ン
ト
リ
ー
曲
数
：
一
人
２
曲
以
内

申
し
込
み
先
：
41
年
卒 

高
橋
利
宏

〒174-0064

板
橋
区
中
台
３
Ｉ
27

Ｉ
Ｇ
Ｉ
８
０
１ 

電
話
（
０
９
０
Ｉ

６
４
７
６
Ｉ
７
１
０
９
）M

ail

：toshi.
takahashi@

i.softbank.jp

締
切
：
２
０
１
９
年
１
月
10
日
㈭

　
　
ア
・
ラ
・
カ
ル
ト
　
　

●
須
藤
鷹
千
代
さ
ん
（
Ｓ
37
卒
）

 

一
高
卒
対
象
の「
奨
学
生
制
度
」創
設

　
ビ
ル
管
理
や
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
運
営

を
手
が
け
る
第
一
恒
産
（
東
京
中
央
区

／
Ｓ
37
卒
・
須
藤
鷹
千
代
さ
ん
）
は
、

世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
を
支
援
す
る
た

め
、
盛
岡
一
高
後
輩
の
大
学
生
を
対
象

に
自
社
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
賃
料
免
除

で
提
供
す
る
奨
学
生
制
度
を
創
設
し
ま
し

た
。
受
け
入
れ
は
原
則
２
年
間
で
、
年
４

人
程
度
。
受
け
付
け
・
選
考
は
盛
岡
一
高

を
通
じ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
編
集
後
記 

▼
在
京
白
堊
会
総
会
は
50
回
を
迎
え
ま

し
た
。
幹
事
が
50
歳
当
番
制
に
な
っ
て

36
年
。
毎
年
新
し
い
風
が
吹
き
、
他
校
も

羨
む
活
況
を
創
出
し
て
き
ま
し
た
。
半
世

紀
の
継
続
は
、
絶
え
ざ
る
否
定
と
創
造
の

精
神
で
時
代
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
を
輩
出

し
て
き
た
白
堊
精
神
に
あ
っ
た
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
様
々
な
分
野

の
同
窓
が
世
代
や
所
属
、
枠
組
み
を
超
え

て
一
堂
に
会
し
、
腹
蔵
の
な
い
交
流
が
で

き
る
の
が
同
窓
会
の
魅
力
で
あ
り
、
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
。
多
様
性
が
求
め
ら
れ
る
こ
れ

か
ら
の
時
代
、
そ
の
役
割
は
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
歴
史
に
学

び
変
え
る
べ
き
は
変
え
、
継
承
す
べ
き
は

継
承
す
る
。
白
堊
伝
統
の
先
取
の
精
神
は

次
の
１
０
０
年
に
向
け
、
力
強
い
一
歩
を

踏
み
出
し
て
い
ま
す
。
▼
今
年
４
月
に
外

山
浩
子
さ
ん
（
Ｓ
32
卒
）、８
月
に
淺
沼
榮

一
さ
ん（
雅
号
・
一
道
／
Ｓ
27
卒
）
が
亡
く

な
ら
れ
ま
し
た
。
外
山
さ
ん
は
在
京
白
堊

会
20
年
史
の
編
集
委
員
で
、
一
時
期
名
簿

の
入
力
・
管
理
を
一
手
に
引
き
受
け
て
い

ま
し
た
。
在
京
白
堊
会
初
の
女
性
副
会
長

で
す
。
淺
沼
さ
ん
は
書
家
と
し
て
高
名
で
、

こ
の
会
報
や
在
京
白
堊
会
35
年
史
の
タ
イ

ト
ル
を
揮
毫
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
花

巻
東
高
校
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
肩
の
「
岩

手
」
の
文
字
も
淺
沼
さ
ん
の
揮
毫
で
す
。

両
先
輩
は
こ
れ
か
ら
も
空
か
ら
本
会
を
見

守
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
心
よ
り

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
Ｙ
）

　　ご参加いただきどうもありがとうございます。来年もお会いしましょう！




